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１　調査の目的
　本稿と続く別稿では、英国におけるオーラルヒ
ストリー研究、または市民団体によるオーラルヒ
ストリー活動を紹介する。むろん、英国は米国と
並んでオーラルヒストリーの先進地域であるの
で、一回の調査報告で英国のオーラルヒストリー
研究や活動の全てを紹介することは不可能であ
ろう。研究の紹介に関しては、ポール・トンプソ
ンの主著、『記憶から歴史へ―オーラルヒストリー
の世界』（Thompson, 2000）が翻訳され、日本
の研究者にもその全貌が明らかになってきたが、
市民が行うオーラルヒストリー・プロジェクトや
博物館などのオーラルヒストリーの保存や展示
については十分な情報が伝わっていない。
　オーラルヒストリーは、研究者だけに独占され
ている閉じた手法ではなく、広く一般市民にも開
かれた手法である。言い換えれば、フリーランス
によるオーラルヒストリー・プロジェクトが活発
であることが、オーラルヒストリー研究の幅広い
すそ野を作っていると言えよう。日本ではあまり
知られていない、それらの活動を紹介することは、
日本におけるオーラルヒストリー発展のために
も意義があると考える。
　私は、2013年 4月から 2014年 3月まで、法政
大学の在外研究制度を利用して英国ロンドンに
滞在した。1年間の滞在中、大学や博物館などを
訪問し、研究者やフリーランスのオーラルヒスト
リアンとの交流の機会を持った。日本では、英国
におけるオーラルヒストリーのアーカイブ化と
フリーランスのオーラルヒストリーの活動につ
いて紹介されることが少ないので、現状報告をし
たい。報告内容は多岐にわたるので、本稿ではフ
リーランスのオーラルヒストリアンたちの活動
を紹介し、続く別号（2）においてアーカイブ化
について報告する予定である。
　英国のオーラルヒストリーは、各地・各大学
で行われているので、その全部を訪問すること
は、1年間では不可能である。英国のオーラルヒ
ストリーの活発な活動を知るには、Oral History 
Society（OHS英国オーラルヒストリー学会）の
ホームページが役立つ。このホームページでは、
他の学会と同じように学会大会や学会雑誌など
の研究情報が紹介されているが、それ以外にも
オーラルヒストリアンに役立つ情報が公開され
ている。オーラルヒストリー・プロジェクトを始
める際の法律問題、資金獲得、インタビュー方法、
および編集・公開方法がガイダンスとして公開さ
れている。まず、学会が定期的に行っているオー
ラルヒストリーの短期訓練プログラムが紹介さ
れており、学会員に限らず、参加申し込みができ
るようになっている。さらに、地域ネットワーク
のページが充実しており、各地域を選択すれば、
各地域においてハブ的な役割を果たす組織や人
物が紹介されている。加えて、イベントのコーナー
では、各地で行われているオーラルヒストリーの
イベントが紹介されている。学術研究会もある
が、フリーランスのオーラルヒストリアンが企画
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した市民参加のイベントが紹介されている。私
は、まずこのイベント案内を見て驚いたのである。
様々なイベント案内を見ると、研究者以外の人々
による地域活動としてオーラルヒストリーが行
われていることがわかる。つまり、英国における
コミュニティ・オーラルヒストリーの分厚い蓄積
を理解できるのである。
　なお、英国のオーラルヒストリーを理解するに
は、先ほど紹介したトンプソンの著作と、彼の学
生であった酒井順子氏が日本人向けに執筆した
テキスト『市民のオーラル・ヒストリー』が参考
になる。ただし、英国のオーラルヒストリーの広
がりを理解すれば、それだけでは十分な情報では
ないとも言える。海外のオーラルヒストリーの紹
介に関しては、私が、研究仲間の田口和雄氏と行っ
た、米国におけるオーラルヒストリー・センター
の紹介がある（梅崎・田口（2012, 2013, 2014）、
田口・梅崎（2012, 2013a, 2013b, 2014））。ただし、
これら一連の調査は、米国が対象であり、主に大
学におけるオーラルヒストリーのアーカイブ化
についての視察報告であった。確かにわれわれは
米国における進んだ研究基盤を知ることができ
る。しかし、市民団体によるオーラルヒストリー
活動については、訪問先が主に大学であったので、
十分な調査・紹介ができていない。そこで英国で
は、非アカデミシャンのオーラルヒストリーにも
焦点を当てて紹介したい。
　なお、筆者がロンドンに滞在していた関係でロ
ンドンおよびロンドン近郊の活動を中心に紹介
することをあらかじめ記しておく。
２	 フリーランスのオーラルヒストリ
アン
　英国に滞在し、第一に訪問したかったのは、大
英図書館のオーラルヒストリーであり、研究者と
してお会いしたかったのはトンプソン氏であっ
た。この二つは、思いを遂げることができたが（別
稿で紹介したい）、先述したようにOHSのホー
ムページを見ながら感心したのは、オーラルヒス
トリー・イベントの多さであった。私のような研
究者にとっては、オーラルヒストリーの実施は、
研究資料の収集が第一になる。ところが、フリー
ランスのオーラルヒストリアンの場合、オーラル
ヒストリーには別の意味づけがある。地域コミュ
ニティのため、家族のため、など目的は様々であ
ろうが、これらの活動を検討することは、歴史と
社会の関係を考えるヒントがある。
　本稿では、私が参加・調査したフリーランスの
オーラルヒストリアンが実施した二つのオーラ
ルヒストリー・プロジェクトと一つの勉強会を紹
介したい。
（1）An Oral History of Speaker’s Corner
　はじめに紹介するのは、スピーカーズ・コー
ナーのオーラルヒストリ ・ープロジェクトである。
スピーカーズ・コーナーとは、ロンドンのハイド
パークの一角にある場所であり、この場所では、
自分の主張を語ることが許されている。英国王室
への批判と英国政府の転覆以外ならば、いかなる
話題についても、法的を気にすることなく語るこ
とができる。自由な論説の場として 19世紀後半
から現在まで続いている。この場は、対話による
民主主義や自由主義の思想に関して象徴的な意
味を持っていると言えよう。例えば、英国の作家
George Orwell は 1945年に “The Freedom of 
the Park” を書いている。
　このオーラルヒストリーのプロジェクトは、都
市型のオーラルヒストリ ・ープロジェクトである。
また、このような場所と人をオーラルヒストリ ・ー
プロジェクトの対象として取り上げること自体
に一つの象徴的な意味があると言えよう。オーラ
ルヒストリーの思想が、一般市民の声（過去の声
も含め）を掬い上げることに強い社会的意義を感
じているならば、スピーカーズ・コーナーは、最
も適したオーラルヒストリーの対象と言えよう。
　なお、このオーラルヒストリー・プロジェク
トは、約 1年のもので約 30名の演説者へのイン
タビューを行っている。このプロジェクトでは、
オーラルヒストリーだけでなく、演説の音声や
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資料も同時に集めており、それらは 2014年 1月
に Bishoosgate Library に保存・公開された。
また、2013年 12月 7日は、Rosa Vilbr, Philip 
Wolmuthによって Sounds from the Park: An 
Oral History of Speakers' Corner（On The 
Record）という小パンフレットが刊行されてい
る（図 1参照）1）。
　実施体制としては、Bishopsgate Library が
ある Bishopsgate Institute との協力関係を作
りながら、Heritage Lottery Fund、the Barry 
Amiel、Norman Melburn Trust の金銭的支援
を受けている。
　続いて、このプロジェクトが主催したワーク
ショップについて紹介しよう。私は、2013年 12
月 7日にBishopsgate Institute Great Hall で開
催されたワークショップに参加した。ここには、
多くの人々が集まっていた。年配の方が多いと
思っていたが、多くの若者たちが参加している
ことに驚いた。なぜ、若者が多いのかは、プログ
ラムを見てすぐにわかった。高校生が展示とアク
ティビティをするからである。それらについては
後述する。
　順番に説明しよう。会場に入ると、英国らし
く紅茶とベーグルのランチタイムであった。ワー
クショップの前に食事をしたり、休憩時間にクッ
キーとお茶を飲んだりするのは、参加者の気持ち
を和らげる効果があると思う。
　続いて、代表者によるオーラルヒストリー・プ
ロジェクトの説明があった。さらに、専門家によ
るスピーカーズ・コーナーの歴史に関する簡潔な
講義があった。この講義があることによって、ス
ピーカーズ・コーナーが英国社会の伝統の一部で
あることがわかった。
　次の発表は、私の興味を惹いた。聴き手となっ
た数名が壇上に立ち、語り手についてときどき物
まねを挟みつつ、説明したのである。もちろん、
語り口を真似たとしても、私にはそれらが似てい
るかどうかはわからない。しかし、インタビュー
を通じて真似るという行為が自然と身について
しまったという感じがあり、聴いていて楽しかっ
た。壇上に上がった人は、どなたも話し慣れてい
るようで、ときどき笑いを生みつつ、わかりやす
かった。
　ところで、スピーカーズ・コーナーの常連さ
んはかなり変わった人物が多い。その意味で
は、このプロジェクトは普通の地域住民をインタ
ビューしているのではなく、都市の有名人（？）
をインタビューしていると考えた方がよい。ス
ピーカーズ・コーナーの人物写真集なども販売さ
れていた。
　高校生の報告は、スピーカーズ・コーナーの録
音音声を編集して作成された音声作品であった。
語っている内容は編集され、他の音源と混じって
いくので、声の現代アート作品であった。思想家
バフチンによる概念に多声性（ポリフォニー）が
ある 2）。雑音の中にたくさんの人々の声が反響し
ている学生たちの作品を聴いていると、私は多声
性の表現を感じた。
　休憩時間を挟んで、各場所に分かれて展示や自
由参加のワークショップやアクティビティが行
われた。スピーカーズ・コーナーでの演説を実際
図１　Sounds from the park
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に体験するため、一人の演説者が発言し、参加者
が賛成や反対の合の手を入れるというアクティ
ビティもあった。他スピーカーズ・コーナーの研
究をしている人を囲んで話し合いも生まれてい
た。さらに学生たちは、先ほど流した音声作品の
ように、参加者が iPad を使って自由に音声と映
像を組み合わせて作品を作ってみるというワー
クショップを行っていた。
　このような参加型のワークショップを行うこ
とで、参加者間の「交流」が深まると言えよう。オー
ラルヒストリーを素材として様々な加工が可能
であることは、私にとって大きな発見であった。
（2） Continuing Professional Development 
Freelancer’s Workshop
　フリーランスによるフリーランスのためのワー
クショップは、2014年 1月 28日に Foundling 
Museumの会議室で行われた。つまり、研究者
ではなく一市民としてオーラルヒストリーを続
けている人が、同じオーラルヒストリアンや今
後、オーラルヒストリーを行いたい人を集めて
行ったワークショップである。ワークショップに
ついては、OHSのイベント紹介のページで知っ
た。この勉強会は、Sarah Lowryさんがオーラ
ルヒストリアンを集めて行った。約 25名が参加
し、和気あいあいの雰囲気で行われた。参加者は
90％が中年女性であり、男性は、私を含めて 4名
であった。参加者全員と話したわけではないが、
研究者とは会わなかった。
　なお、ワークショップには、An Oral History 
of Speaker’s Corner の参加者やロンドン博物館
でオーラルヒストリー・プロジェクトを担当す
る Srah Gudgin さんも参加していた。ともにフ
リーランスのオーラルヒストリアンである。すな
わち、この場が交流の場になっており、情報交
換が行われていた。主な報告は、各自が担当して
いたオーラルヒストリー・プロジェクトを紹介
する形であり、その質疑応答は実に細かい。ま
ず、資金の獲得方法、ボランティアの集め方、地
域団体との連携方法、公開方法、さらにインタ
ビューの技法について経験者同士の情報共有が
行われていた。例えば、understanding the “real 
cost”, scheduling the work, agree to a contract 
including cancellation policy などが報告内の
キーワードである。詳細な情報共有としては、例
えば資金の獲得だけでなく、助成金の期限が終
わった後の継続方法、プロジェクトの締め方まで
議論をしている。
　ところで、日本でも経験することであるが、オー
ラルヒストリアンが集まると、各自は自分が行っ
たオーラルヒストリーを語りたがる。これは英国
でも同じで、参加者たちが大いに語っていた。そ
して、対象は異なるが、お互いの経験は似ている
ので、苦労話にも「共感の笑い」が生まれていた。
数量的に確認したわけではないが、様々なプロ
ジェクトが紹介された中では、コミュニティ・オー
ラルヒストリーが多かった。
　このワークショップでは、オーラルヒストリー
経験に差があることを踏まえれば、経験者が未経
験者に向けてその経験を丸ごと語る場でもある。
この交流の意義は、技法の伝達だけではないと言
えよう。確かに展示の工夫の数々、特にドイツの
街角博物館におけるオーラルヒストリー展示の
紹介などについて、参加者も熱心に質問していた
が、最も大きな意義は、先輩の経験がこれからオー
ラルヒストリー・プロジェクトを立ち上げる人た
ちへの動機づけになっている点であろう。苦労話
とともにプロジェクト経験（時には自慢話？）を
聞くと、「私も…いつか…」という思いが生まれ
るのではないかと思う。ワークショップは途中で
紅茶とクッキーの休憩が入り、終了後も交流は続
いた。かくいう私も、日本における自分のプロジェ
クトを紹介し、多くのフリーランスのプロジェク
トから動機づけられたのである。
（3） An Oral History of the Foundling 
Museum
　Freelancer’s workshopの主催者であるSarah 
Lowry さんの活動をより詳しく知るために、
2014年 2月 27日に彼女の地元でインタビューを
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行った。Sarah さんは、Foundling Museumの
オーラルヒストリー・プロジェクト（2009-2011）
にスタッフとして参加した。また、彼女は、
Freelance oral historian, Oral history trainer
と名乗っており、British Library のメンバーで
もある。
　Foundling Museum とは、孤児院・病院の
記念館である。孤児のための病院があった場所
に設置されている。この記念館では、常設展示
として二つの大きなコレクションがある。一つ
は、Foundling Hospital と Foundling Hospital 
School の歴史資料である。この病院と学校に滞
在し、巣立っていった子供たちは、25,000人に
もなる。もう一つは、この孤児院の後援者であっ
た Gerald Coke Handel 氏が集めた美術品のコレ
クションである。
　Sarah さんは、オーラルヒストリーを基に
2011年の 4月から 10月までFounding Voices と
いう特別展示を企画した。この企画展では、孤児
としてこの孤児病院・孤児学校に在籍した人への
オーラルヒストリーと集めた歴史資料を使った。
オーラルヒストリー・プロジェクトは、Heritage 
Lottery Fundという団体から助成金を受けた。
語り手は 74名で 18か月をかけて行われた。
　Sarah さんがこだわりとして話してくれたの
が、お金のかからない展示の方法である。彼女は、
先のワークショップでもusing your recordings 
creatively という報告をしていた。
　具体的な事例を紹介しよう。まず、一般的にオー
ラルヒストリーは、ヘッドフォンを置いて語りを
聴く形が多い。Founding Voices では、図 2が代
表的な展示例である。
　一方、これに加えて彼女が考えたのは、小さな
スピーカーを用意して同時に語りを聴く方法で
ある（図 3, 4）。もちろん、一つひとつの語りを
正確に把握するのは、この展示では難しい。では、
なぜ彼女はこのような展示を行ったのであろう
か。これは、大げさに言うならば、一つの過去と
いうテーマを持った芸術ということができる。す
なわち、多声性の展示の場に来た入場者が、想像
力で補いながら過去を想起する仕組みである。図
4は、長く使い込まれた鞄と一緒に語りを聴く展
示になっている。これもまた、想像力を刺激する
展示と言えよう。さらに、図 5は、階段の壁にこ
の孤児病院・学校に所属した人の名前を壁一面に
記している。「語り手以外にも語り手はいた」「語
れない経験もある」ということを想像させる展示
と言えよう。
　なお、Sarah さんは、スピーカーを使った展示
は格安の量販店から購入したことを教えてくれ
た。つまり、工夫をして格安で展示を作ったので
ある。彼女は、このような工夫がフリーランスの
オーラルヒストリアンには必要であることを私
に教えてくれたのである。
　彼女は、自分が手掛けたプロジェクトを語る中
で、経験を伝達できるオーラルヒストリアンたち
のネットワークの重要性を語った。また、彼女に
よれば、ロンドンのオーラルヒストリアンは女性
が多く、地域活動の一環としてオーラルヒスト
リー・プロジェクトを実施している事例が多い。
地域活動の主役は、日本に限らず、中高年女性な
のだと確認した。さらに彼女は、オーラルヒスト
リーの訓練は、OHSで行っている訓練プログラ
ムが役立つことを教えてくれた。
４	 日本におけるオーラルヒストリー
の可能性
　本稿では、英国におけるフリーランスのオーラ
ルヒストリー・プロジェクトの活動を紹介してき
た。ここで紹介したのは少ない事例であるが、ぜ
ひこの報告を研究者以外のオーラルヒストリー
に関心がある人々に読んでほしい。紀要という目
に触れる機会が少ない媒体ではあるが、どこかの
だれかが、キーワード検索でこの報告にたどり着
いてくれるかもしれない。英国の先進例は、その
ような人たちに役立つ知識を与えてくれるであ
ろう。
　私も、大学のゼミ活動の一環として地域オーラ
ルヒストリーを続けてきた。その報告としては、
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図４　展示例③
図２　展示例①
図５　展示例④
図３　展示例②
「オーラルヒストリーによる地域メディアの可能
性─大学生によるタウン誌作成の実践を通じて
─」にまとめている。オーラルヒストリーが地
域コミュニティに与える影響は、後藤ら（2005）
などの試みもあり、ここ数年注目されてきている。
　一方、在外研究中に心に浮かんだのは、若者に
よるオーラルヒストリーではなく、中高年者によ
る地域オーラルヒストリーがこれから必要にな
るのではないかという思いであった。日本社会は、
少子化・高齢化・人口減少が進んでおり、その加
速的な進行が予測されているが、なにも暗い未来
を想像しなくてもよいのではないかと思った。
　オーラルヒストリーによって地域や組織の社
会的記憶を集める活動は、そのプロセス自体に意
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英国におけるオーラルヒストリー（1）
味がある。私は、英国のフリーランスのオーラル
ヒストリアンからオーラルヒストリーの新しい
側面を教えられた。日本の各地域で、オーラルヒ
ストリーが行われ、若者を交えたワークショップ
が毎月行われたとしたら、こんなに明るい未来は
ない。英国での出会いを通して、そう思えてきた
し、気持ちも固まった。つまり、自らも中高年の
道を歩むに連れて、地域コミュニティで一仕事を
してみたいと思ったのである。ここに記して決意
表明としておく。
	 	 注
1） この冊子は、インターネット上で読むことが可
能である。　http://soundsfromthepark.on-the-
record.org.uk/wp-content/uploads/2013/11/
sounds-from-the-park-booklet-website.pdf
2） バフチンの思想については、桑野（2011）の説
明がわかりやすい。
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UMEZAKI Osamu
Oral history in the United Kingdom (1)
An encounter with a freelance oral historian
　This report introduces an oral historian's 
activities in the United Kingdom (UK), which 
is advanced in the study of oral history and 
related research. Moreover, many oral histories 
are recorded by freelancers who are not 
aﬃliated with a university. These researchers 
investigate many oral histories and examine 
events using this speciﬁc historical method. 
I participated in a workshop on oral history, 
and discussed such research methods and 
activities with a freelancing oral historian. This 
paper presents the report of my investigations. 
It is likely that this report will oﬀer good 
information, which will be useful for a Japanese 
oral historian.
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